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　今後は既存の「甲斐サ-モン」への活用あるいは新しいブランド魚の開発
に向けて、花き農水産課や養殖漁業協同組合と一体となった普及協議会
の設立を模索しながら検討して参りたい。

良い研究成果が得られているので、引き
続き本研究の継続課題を進展させてい
ただきたい。

ブドウポリフェノール投与による効果が十
分得られており、研究の成果は高い。

本研究成果は県内の養殖業者にとって
非常に有益であり、普及性・波及性とも
に高いと思われる。

甲斐サーモンを用いて長期飼育投与を
行った場合の効果について、さらに研究
を行っていただきたい。

内水面漁業だけでなく、果樹産業など農
水産業全般にわたって有益な研究内容
であり妥当な課題である。
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